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総務課企画係　電話：６８－２１１１お問い合わせ

Ｑ１．多世代
交流施設って
なぁに？

浦臼町多世代交流施設を
建設します

Ｑ２．どこに建
つの？

Ｑ３．遊び場あ
る？

Ｑ４．交流施設
のなまえは？

Ｑ５．施設内に
バス待合所？

令和５年建設・令和６年５月オープン！

町民のみなさんが気軽に立ち寄れる憩いの場、交流の場をめざ
した建物です。
主に休憩や談話の場として、また小規模イベントのスペースと
して多目的な利用を想定しています。

保健センターの隣です。

すべり台などの屋外遊具や水遊び場の整備を予定しています。
授乳室やＷｉｆｉなども整備します。

みなさんから施設の「愛称」を募集します。
ぜひ、応募をおねがいします。
※詳しくは、別紙「愛称募集応募用紙」をごらんください。

施設のオープン日（令和６年５月上旬）から、浦臼駅にあるバ
ス待合所は交流施設内に移動します。
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今年度から浦臼町に着任・就職された方々を紹介します。

関根　一乃さん
せき ね 　　ひと の

①こども園なかよし　　②札幌市　　③キャンプ
④たくさんの自然を感じられ、地域の方とも交流ができればいいなと思いま
した。
⑤一日でも早く仕事に慣れ、子どもたちとのびのび元気に過ごしていきたい
と思います。

福島　伊織さん
ふくしま　　 い おり

①こども園なかよし　　②余市町　　③読書
④のどかで人が温かく緑が多い印象です。
⑤昨日より今日、今日より明日と日々成長できたらと思います。

髙田　春奈さん
たか だ 　　はる な

①浦臼小学校　　②雨竜町　　③バレーボール、登山
④自然がいっぱいののどかな町！　　臼子ねぇさんと仲良くなりたい！
　浦臼神社のリスを見てみたい！
⑤浦臼町の子どもたちが毎日元気に笑顔で学校に来られるよう保健室からサ
ポートしていきたいと思っています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

三浦　莉理さん
み うら　　 り　り

①浦臼中学校　　②旭川市　　③旅行に行くこと
④渡り鳥である白鳥の姿が見えたり、付近の山々が見えたりして、穏やかで
自然豊かな町だなと思いました。また、子どもたちも元気いっぱいで、の
びのびと成長できるような町なんだなとも感じました。
⑤まずは、生徒が楽しく学ぶことのできるような授業を展開できるよう、努
力してまいります。また、自分自身も教師として、一人間として成長でき
るよう邁進してまいります。

川田　信一郎さん
かわ た 　　しんいちろう

①浦臼中学校　　②北竜町　　③我が子と遊ぶこと　卓球部の指導
④のどかで広々とした田園風景が故郷を思い出させ、とても落ち着きます。
　ワインが有名なことは聞き及んでいました。買って帰ります。
⑤生徒が楽しく学校生活を送れるように、みんなが楽しく分かってできる数
学授業を目指して参ります。

川渕　仁靖さん
かわぶち　　ひろやす

①浦臼駐在所　　②札幌市　　③音楽鑑賞、楽器演奏
④以前、鶴沼公園でキャンプ、温泉入浴したこともあり仕事でも来たことが
ありました。前任地の石狩市から美しく見えるピンネシリを崇めていたら
当町に赴任となりました。
⑤良い想い出作りをしたいと思います。
　安心安全な町づくりに励みたいと思います。

①勤務先　　　　　②出身地　　　　③趣味・特技
④浦臼町の印象　　⑤今後の抱負プロフィール
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まいたうんTOPICS

▲明治２８年から晩生内第３町内北一線地区の西組・東
組で行われてきた『祇園講祭』。水害や不作などの災いを
鎮めることや地域の助け合い等を目的に行われてきまし
た。祇園講は約１２８年続き、今回が最後となります。
（４月３日/晩生内第３町内会館）

▲鶴沼公園にポップロック（低学年向けボルダリング）とブランコが新しく設置されました。園内には、おなじみの
スワンボートやキャンプなどアウトドアレジャーが楽しめます。ゴールデンウィークは、鶴沼公園に遊びに来てくだ
さいね！
※５月５日こどもの日は、中学生以下ボート乗船無料です。（同乗の大人も無料です。）

▲浦臼町商工会青年部より児童用傘を浦臼小学校に２０
本、教育委員会に１０本寄贈されました。 寄贈された傘
は、貸し出し用として活用されます。
（３月３０日/浦臼小学校）

自動車税種別割の納期限は、５月３１日（水）です。
納税通知書は、令和５年（２０２３年）５月８日（月）に発送します。
現金で納める場所　◆全国の金融機関・郵便局（一部金融機関を除く。）
　　　　　　　　　◆総合振興局・道税事務所の窓口　　◆全国の主要コンビニエンスストア
次のようなときは、お問い合わせください。
①納税通知書が届かないとき　②やむを得ず、納期限までに一括納付が困難なとき。
空知総合振興局納税課　電話：０１２６－２０－００５５（直通）

自動車税　納付期限
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[ご挨拶]
　浦臼町の皆さん、はじめまして。
　４月から総務課交通防災係で｢地域防災マネージャー｣として勤務するこ
とになりました二宮政幸と申します。
　これまで陸上自衛官として培った経験と知識を生かし、災害への事前の
備えをはじめ、災害直前や発生後の迅速な対応ができるよう、日々取り組
んで参ります。
　また、各種防災訓練等を行い町民の皆さんとともに災害に強い町作りに
尽力して参ります。
　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

[自己紹介]
　ニックネーム：にの
　出　　　　身：美唄市
　嫌いなもの：マカロニ
　趣　　　　味：読書、ドライブ、温泉巡り

地域防災マネージャー着任

５月はゴールデンウイーク（１日～７日）と土日営業です。
　営業時間　９：００～１６：００
６月は３日（土）から通常営業です。
　営業時間　８：３０～１７：００（月曜日定休日）

＜お問い合わせ＞　ゆめや　電話：０８０－３２３０－６０２８

野菜と花の直売所　ゆめやオープン

だれでも食堂のご案内

　浦臼の野菜をできるだけ使用して月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
　混雑をさけるため、予約制での開催と致しますので、事前にお申し込みをお願いします。
　たくさんの方のご来場をお待ちしております。

日　　時：５月２０日（土）１１:３０～１３:３０
　　　　※１１:３０から３０分ごとの時間予約制です。
メニュー：カレーライス
　　　　　テイクアウトも出来ます（予約個数限定）
※会場が使用できない場合は中止となります。
※６月はだれ食祭りのためテイクアウトなしの予定です。

料　　金：大人２００円　１８歳以下無料
開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）
申 込 先：電話：０９０－２８１１－８１９６
　　　　　代表　鎌田　眞美

[防災マネージャーとは？ ]
　内閣府が定める「地域防災マネージャー」の資格を有し、防災・危機管理における専門的な知識や経験を
活用して災害発生時に的確な状況判断など、町の防災体制の更なる充実を図ります。

にのみやまさゆき

地域防災マネージャー
二宮政幸さん



転
用
を
進
め
る
町
独
自
政
策
を

打
ち
出
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

町
は
植
林
費
用
の
政
策
助
成
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
、
浦
臼
町
農
業
再
生
協

議
会
は
、
農
地
所
有
者
に
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
や
国
の
畑
地
化
推
進
の
説

明
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
令
和
６
年
度
中
ま
で
に
地
域

計
画
・
目
標
地
図
を
作
成
し
新

制
度
へ
移
行
す
る
。
引
受
け
手

の
な
い
沢
地
は
農
山
漁
村
活
性

化
法
に
よ
る
計
画
的
な
林
地
転

換
を
図
り
、
浦
臼
町
森
林
経
営

計
画
に
登
載
し
経
営
す
る
こ
と

も
有
効
と
考
え
る
。

　
町
と
し
て
植
林
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
な
い
た
め
助
成
に

つ
い
て
回
答
で
き
な
い
が
、
今

後
の
畑
地
化
の
動
向
及
び
農
地

所
有
者
の
意
向
を
把
握
し
検
討

す
る
。

　
現
在
植
林
を
希
望
す
る
方
に

は
「
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事

業
」（
北
海
道
の
補
助
）
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
、
町

が
負
担
す
る
こ
と
を
含
め
て
事

業
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

　
農
地
法
改
正
に
よ
り
農
用
地

利
用
集
積
計
画
が
廃
止
さ
れ
、

農
地
の
売
買
・
賃
借
は
農
地
中

間
管
理
事
業
（
農
地
バ
ン
ク
）

に
統
合
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
計
画
）
の

法
定
化
で
あ
り
、
10
年
後
の
担

い
手
を
想
定
し
た
目
標
地
図
を

令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
７
年

４
月
ま
で
に
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
、
地
域
計
画
、

農
地
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
引

き
受
け
手
の
な
い
農
地
が
各
地

域
で
発
生
す
る
と
対
応
に
困
る
。

　
そ
こ
で
農
山
漁
村
活
性
化
法

に
よ
る
計
画
を
策
定
し
、
地
域

計
画
と
並
行
し
区
域
を
策
定
、

活
性
化
計
画
エ
リ
ア
内
の
計
画

的
な
転
換
を
図
る
農
地
、
沢
地

帯
な
ど
引
き
受
け
手
の
な
い
農

地
・
耕
作
不
便
地
に
、
植
林
の

第１回定例会は３月３日から１６日まで開催し、７議員から一般質問がありましたので、内容
を要約し報告します。

令和５年　第１回浦臼町議会定例会 一般質問

親しまれる議会だよりを目指します。

町
独
自
の
転
作
政
策
を

質
　
問

Ｑ

町
長
答
弁

Ａ

静川議員

野崎議員

く
。
ま
た
農
地
所
有
者
や
農
業

者
等
と
協
議
し
、
農
地
の
持
続

的
維
持
管
理
体
制
を
構
築
し
た

い
。

　
浦
臼
町
農
業
再
生
協
議
会
は

生
産
者
に
、
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
制
度
や
畑
地
化
促

進
事
業
の
説
明
・
周
知
を
、
関

係
機
関
と
連
携
し
行
う
。

　
私
は
新
規
就
農
者
問
題
を
こ

れ
ま
で
７
年
間
訴
え
続
け
、
５

年
、
10
年
先
の
浦
臼
町
農
業
を

担
う
人
達
だ
と
の
思
い
で
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
の
予

算
化
に
は
一
定
の
評
価
を
す
る

が
、
農
政
係
の
職
員
が
か
け
持

ち
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
。
就
農
者
対
策
室
な
ど

を
設
置
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

就
農
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

新
規
就
農
者
予
算
に
つ
い

て
質
　
問

Ｑ



置
を
求
め
る
。

　
ア
メ
ダ
ス
を
取
り
巻
く
全
国

的
な
動
き
や
、
昨
年
一
部
で
話

題
と
な
っ
た
１
キ
ロ
メ
ッ
シ
ュ

で
の
気
象
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
防
災
の
基
準
は
き
め
細
か
に

報
道
さ
れ
る
天
気
予
報
の
活
用
、

更
に
天
候
状
況
の
数
値
化
、
そ

の
結
果
に
基
づ
く
情
報
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
発
信
、
行
動
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
今
民
間
で
も
気
象
観
測
シ
ス

テ
ム
が
開
発
、
販
売
さ
れ
て
い

る
。
他
町
の
情
報
を
も
と
に
浦

臼
町
の
危
険
情
報
を
発
信
す
る

の
で
は
な
く
、
地
元
の
情
報
が

必
要
と
考
え
る
が
。

　
浦
臼
町
は
ア
メ
ダ
ス
が
あ
る

町
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

単
独
で
ア
メ
ダ
ス
の
機
能
を
拡

充
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
確

認
す
る
。

　
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
は
、
現

地
で
の
計
測
で
は
な
い
が
、
１

キ
ロ
メ
ッ
シ
ュ
で
細
か
な
数
値

が
出
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
価
値

議会だより No.182

①
農
業
に
お
け
る
管
理
や
収
穫

作
業
の
目
安
と
な
る
気
象
条
件

に
、
本
格
的
な
ア
メ
ダ
ス
が
必

要
と
考
え
る
。

②
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
採
用

に
当
た
り
、
町
独
自
の
気
象
情

報
の
取
得
を
求
め
ら
れ
る
か
。

浦
臼
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

メ
ダ
ス
は
、
雨
量
し
か
観
測
で

き
な
い
も
の
で
、
情
報
が
少
な

い
。
本
格
的
な
ア
メ
ダ
ス
の
設

本
町
に
本
格
ア
メ
ダ
ス
の

設
置
を
望
む

質
　
問

Ｑ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
率
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

質
　
問

Ｑ①
３
月
末
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
率
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
取

得
者
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

③
今
後
予
想
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
受
け
ら
れ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
に
つ
い
て
。

町
民
増
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
町
長
の
覚
悟
を
伺

う
。

　
新
年
度
か
ら
本
格
的
に
受
け

入
れ
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

始
め
る
。
新
規
就
農
者
の
受
け

入
れ
に
は
、
予
算
の
確
保
と
受

け
入
れ
る
側
の
体
制
も
重
要
と

考
え
る
。

　
専
門
部
署
の
設
置
は
、
現
在

の
役
場
全
体
の
職
員
数
、
配
置

の
状
況
で
は
難
し
い
と
判
断
し

た
。
現
体
制
を
補
完
す
る
対
応

と
し
て
、
総
務
省
の
集
落
支
援

員
制
度
を
活
用
し
た
専
任
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
採
用
を
進
め
る
。

　
北
海
道
の
調
査
に
よ
る
と
令

和
３
年
度
ま
で
の
新
規
参
入
者

は
、
野
菜
、
園
芸
、
畜
産
な
ど

に
毎
年
１
２
０
名
前
後
い
る
。

住
民
増
は
商
工
業
に
も
波
及
し

て
く
る
が
、
そ
れ
を
い
か
に
進

め
て
い
く
の
か
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
に
ん
に
く
等

で
進
め
て
い
け
な
い
か
話
を
し

て
い
る
。
新
規
就
農
フ
ェ
ア
で

町
長
答
弁

Ａ
町
長
再
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ

は
実
績
の
あ
る
市
町
村
に
人
が

集
ま
る
。
目
標
は
令
和
５
年
度

中
に
採
用
し
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
事
業
は
、
農
業
の
施
策
、

支
援
策
だ
け
で
は
な
く
、
町
そ

の
も
の
が
見
ら
れ
る
と
感
じ
た
。

時
間
を
か
け
な
が
ら
、
採
用
に

つ
な
げ
る
よ
う
職
員
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

中川議員

は
あ
る
と
思
う
。
ま
ず
、
情
報

収
集
を
行
う
。

　
現
地
の
デ
ー
タ
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
、
気
象
観
測
シ
ス
テ

ム
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
現

在
そ
の
運
用
方
法
や
、
町
民
に

ど
の
よ
う
に
そ
の
デ
ー
タ
を
知

ら
せ
る
の
か
、
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
情
報
が
な
い
た
め
、
今
後

調
査
を
行
う
。

町
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

髙田議員

①
令
和
５
年
２
月
末
現
在
、
申

請
件
数
で
１
，
４
０
１
人
、
85
．

４
％
と
な
っ
て
い
る
。
３
月
末

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
１
，
４

５
６
人
、
88
．
９
％
、
約
９
割

に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

②
現
在
の
住
民
課
窓
口
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
引
き
続
き
実
施

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
便
性
や
必
要
性
に
つ
い
て
啓

発
し
て
い
く
。

③
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
児
童
手
当
の
受
給
手
続
な

ど
15
手
続
が
、
ま
た
介
護
関
係

に
お
い
て
は
認
定
申
請
な
ど
11

の
手
続
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用

可
能
に
な
る
。

　
令
和
６
年
度
末
を
め
ど
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免

許
証
の
一
体
化
も
進
め
ら
れ
る

予
定
。

町
長
答
弁

Ａ
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質
　
問

Ｑ 男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て

　
道
内
地
方
議
会
で
の
女
性
議

員
の
割
合
が
一
向
に
高
ま
ら
な

い
こ
と
に
つ
い
て
、
女
性
を
阻

む
見
え
な
い
壁
が
あ
る
と
感
じ

る
。

①
浦
臼
町
で
は
管
理
的
職
業
の

女
性
の
割
合
に
つ
い
て
、
数
値

目
標
は
設
定
し
て
い
る
か
。

②
政
治
の
場
で
女
性
の
参
画
が

進
ん
で
い
な
い
理
由
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

③
議
会
や
会
社
役
員
に
女
性
の

割
合
を
一
定
数
割
り
当
て
る
ク

オ
ー
タ
制
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

　
誰
も
が
能
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
と
自
分
ら
し
く
働
く
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指

そ
う
と
い
う
議
論
を
促
す
た
め

に
伺
う
。

町
長
答
弁

①
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割

合
の
目
標
は
設
定
し
て
い
な
い
。

　
本
町
の
２
０
２
２
年
の
管
理

職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
14
．

２
％
。
浦
臼
町
で
は
、
育
児
休

業
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の
整

備
や
男
性
職
員
の
育
児
参
加
の

た
め
の
特
別
休
暇
の
推
進
等
、

女
性
が
長
く
働
き
活
躍
で
き
る

環
境
が
整
う
こ
と
で
今
後
は
管

理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も

増
加
す
る
の
で
は
。

②
日
本
社
会
全
体
に
、
い
ま
だ

男
性
優
位
の
意
識
や
風
潮
が
根

強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
、
育
児

や
家
事
は
女
性
の
仕
事
と
い
う

意
識
が
今
も
残
り
、
女
性
に
と

っ
て
両
立
し
て
の
活
動
が
困
難

で
あ
る
こ
と
。
女
性
が
政
治
家

に
な
る
こ
と
に
対
す
る
社
会
的

な
偏
見
か
ら
、
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る

な
ど
今
の
世
界
的
な
流
れ
と
乖

離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

③
ク
オ
ー
タ
制
は
政
治
分
野
で

は
女
性
の
立
候
補
を
促
す
た
め

に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一

方
で
資
格
や
能
力
よ
り
も
人
種

や
性
別
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
る

町
長
答
弁

Ａ

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
　
問

Ｑ
　
数
年
前
か
ら
民
間
業
者
に
よ

り
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
行
政
に
対
し
て

の
届
け
出
の
義
務
が
な
い
の
で
、

町
と
し
て
、
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、

指
導
、
助
言
で
き
る
よ
う
条
例

を
制
定
し
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

　
一
部
の
地
域
で
は
住
民
の
生

活
環
境
や
自
然
環
境
、
景
観
保

全
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事

は
承
知
し
て
い
る
。
設
置
事
業

者
と
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
し
共
生
を
図
る

た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か

ら
発
行
さ
れ
て
い
る
事
業
計
画

策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
他
の
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
今
後

条
例
制
定
に
向
け
て
検
討
す
る
。

町
長
答
弁

Ａ

折坂議員

こ
と
が
不
公
平
だ
と
の
批
判
も

あ
る
。
あ
る
程
度
の
強
制
性
を

伴
っ
た
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
、

大
き
な
変
化
は
望
め
な
い
と
考

え
る
。

質
　
問

Ｑ コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委

託
に
つ
い
て
見
直
し
を

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
依
存
を
脱

却
し
、
そ
の
分
を
職
員
の
研
修

費
に
回
し
て
、
優
秀
な
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
必
要
。

①
道
の
駅
再
整
備
に
つ
い
て
、

町
の
姿
勢
や
考
え
方
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

②
多
世
代
交
流
施
設
建
設
の
基

本
設
計
、
実
施
設
計
が
短
期
間

に
行
わ
れ
た
の
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
で
）
に
取
り

組
め
な
か
っ
た
の
か
。

③
町
立
診
療
所
建
設
の
検
討
委

員
会
を
コ
ン
サ
ル
委
託
し
た
。

職
員
や
町
民
の
自
主
性
が
育
た

な
い
の
で
は
。

①
民
間
事
業
者
の
有
す
る
ア
イ

デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

十
分
な
集
客
を
確
保
で
き
る
機

能
を
備
え
た
拠
点
施
設
を
建
設

す
る
た
め
に
望
ま
し
い
事
業
方

式
、
運
営
方
法
を
選
定
す
る
事

業
手
法
の
検
討
調
査
を
行
う
。

②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
令
和
５
年

か
ら
設
計
を
組
む
も
の
に
対
し

て
。
多
世
代
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
設
計
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。

③
医
療
的
な
面
な
ど
職
員
で
は

足
り
な
い
部
分
を
補
っ
て
も
ら

う
の
が
コ
ン
サ
ル
と
考
え
て
い

る
。

町
長
答
弁

Ａ

柴田議員

質
　
問

Ｑ 町
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

問
う

①
水
田
や
他
作
物
を
含
め
た
将

来
に
向
け
て
の
方
向
性
、
振
興

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

②
に
ん
に
く
作
付
面
積
、
売
り

上
げ
に
つ
い
て
の
目
標
は
。

③
新
規
就
農
者
受
け
入
れ
組
織

や
各
分
野
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
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改
善
へ
の
提
案
、
意
見
と
し

質
　
問

Ｑ 浦
臼
町
高
齢
者
世
帯
等
除

雪
費
助
成
事
業
の
改
善

必
要
で
は
。

④
旧
友
成
邸
や
旧
晩
生
内
郵
便

局
舎
に
つ
い
て
、
後
世
に
そ
の

歴
史
的
文
化
財
的
な
価
値
を
残

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑤
晩
生
内
市
街
の
道
道
美
唄
線

と
の
交
差
点
に
つ
い
て
、
町
道

の
道
幅
の
改
善
と
赤
外
線
対
応

信
号
機
の
設
置
を
要
請
す
る
。

⑥
多
世
代
交
流
施
設
へ
の
晩
生

内
、
鶴
沼
地
区
の
方
に
対
す
る

交
通
手
段
は
。
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
は
。

⑦
多
世
代
交
流
施
設
で
の
絵
画

展
示
は
、
ど
の
よ
う
な
頻
度
で

開
催
す
る
の
か
。

①
本
町
は
水
稲
を
中
心
に
、
に

ん
に
く
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
高
収

益
作
物
と
の
複
合
経
営
に
よ
り
、

収
益
性
が
高
く
安
定
的
な
農
業

経
営
の
実
現
を
目
指
す
。
ま
た
、

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
や

農
地
の
受
け
手
不
足
に
対
し
て
、

農
業
経
営
の
法
人
化
を
推
進
す

る
。
令
和
５
年
度
に
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
水
稲
播
種
の
実
証
試
験

を
行
い
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実

用
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
新
規
就
農
者
対
策
の
推
進
に
、

高
収
益
作
物
を
中
心
に
農
業
者

の
確
保
に
努
め
、
水
稲
栽
培
へ

の
就
農
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
条
件
整
備
や
環
境
作
り
に
努

め
る
。

②
に
ん
に
く
作
付
振
興
の
目
標

年
を
令
和
14
年
と
し
、
販
売
目

標
金
額
を
１
億
円
、
作
付
面
積

を
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
い
る
。

③
当
分
の
間
は
産
業
課
農
政
係

が
受
け
入
れ
窓
口
と
な
り
、
営

農
対
策
協
議
会
全
体
で
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
。
就
農
者
受
け
入
れ

に
向
け
て
、
意
思
確
認
と
役
割

分
担
を
明
確
に
し
進
め
る
。

④
旧
晩
生
内
郵
便
局
佐
藤
邸
に

つ
い
て
は
、
今
後
歴
史
的
な
経

緯
等
の
確
認
を
行
う
。
札
幌
市

立
大
学
と
の
共
同
研
究
事
業
は
、

市
街
地
の
建
物
を
中
心
に
資
料

調
査
や
老
朽
度
診
断
、
商
工
会

関
係
者
と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
や
広

報
へ
の
紹
介
記
事
の
掲
載
な
ど
。

令
和
５
年
度
は
建
物
の
利
活
用

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
今
回

の
共
同
研
究
は
、
建
築
物
を
市

街
地
活
性
化
に
活
用
す
る
可
能

性
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
建
築
物
を
維
持
保
全
だ

け
で
な
く
、
民
間
に
よ
る
商
用

利
用
も
含
め
、
後
世
に
価
値
を

残
し
「
活
か
す
」
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

⑤
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
踏
切
部
の
道
路
改
良
に
あ

わ
せ
て
対
策
を
講
じ
る
。
信
号

機
の
設
置
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
北
海
道
警
察
に
要
望
し
て
い

く
。

⑥
ア
ク
セ
ス
手
段
は
町
営
バ
ス

を
含
め
た
定
期
路
線
バ
ス
や
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
い
た

だ
き
た
い
。
土
日
祝
日
の
新
規

運
行
の
考
え
は
な
い
が
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
は
臨
時
運
行
の
形
で

対
応
し
た
い
。

⑦
絵
画
展
は
町
が
主
催
し
、
年

１
回
、
最
長
30
日
間
の
開
催
を

想
定
し
て
い
る
。

町
長
答
弁

Ａ

牧島議員

て
、
本
事
業
は
町
民
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
と
応
え
た
施
策
で
あ

る
と
同
時
に
進
歩
、
発
展
さ
せ

る
べ
き
と
思
う
。
こ
の
規
則
第

２
条
（
２
）
に
お
い
て
身
体
障

害
者
福
祉
法
対
象
者
は
該
当
す

る
が
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
交
付
者
は
こ
の
規
則
に
入

っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
明
文
化
を
求
め
る
。

　
町
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

あ
り
、
所
管
課
に
私
か
ら
も
要

請
し
、
後
日
経
過
と
検
討
結
果

を
伝
え
て
ほ
し
い
と
懇
談
を
し

た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
後
、
何

ら
回
答
が
な
い
。

　
住
民
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
提
案
を
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
の
問
答
に
照
ら
し
て

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る

の
か
。
今
回
時
間
が
か
か
っ
た

の
は
、
案
件
の
特
殊
性
も
あ
る

と
思
う
が
、
町
の
対
応
は
丁
寧

で
な
い
。　

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
平
成

の
大
合
併
が
議
論
さ
れ
て
以
降
、

長
期
間
、
町
職
員
の
採
用
を
セ

ー
ブ
し
た
こ
と
の
弊
害
で
は
な

い
か
。

　
こ
の
助
成
事
業
の
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
規
則
第
２
条
に
規

定
、同
条
第
１
項
第
６
号
に「
そ

の
他
町
長
が
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
世
帯
」
と
規
定
し
て

い
て
、
現
行
規
則
に
お
い
て
対

応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
件
懇
談
後
に
内
部
協
議
の

結
果
を
知
ら
せ
て
い
な
い
こ
と

は
丁
寧
さ
を
欠
く
と
指
摘
を
受

け
て
も
致
し
方
な
い
。
指
摘
の

と
お
り
職
員
の
採
用
を
抑
制
し

た
時
期
が
一
定
期
間
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
近
年
は
社
会
人
採

用
も
活
用
し
て
職
員
数
の
確
保
、

年
齢
構
成
の
平
準
化
に
務
め
て

い
る
。

　
今
後
、
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、
研
修
や
人
事
評
価
制
度
等

を
活
用
し
、
資
質
向
上
に
努
め
、

支
援
が
必
要
な
方
に
対
し
親
身

な
相
談
対
応
や
訪
問
等
を
通
じ
、

き
め
細
か
な
支
援
に
努
め
て
い

く
。

　
職
員
の
構
成
は
40
歳
か
ら
49

歳
が
27
名
、
職
員
全
体
の
実
に

48
％
。
30
歳
ま
で
の
職
員
が
11

名
で
19
％
。
改
め
て
い
び
つ
だ

と
思
っ
た
。

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
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寄
付
行
為
に
つ
い
て

　
議
会
議
員
は
、
選
挙
区
内

で
金
銭
や
品
物
を
贈
る
こ
と

は
特
定
の
場
合
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
国
は
市
町
村
合
併
を
一
方
的

に
推
し
進
め
、
地
方
財
源
を
削

り
、
軍
事
費
に
充
て
て
い
る
。

職
員
の
仕
事
量
が
大
変
多
く
な

っ
て
い
る
。

　
９
年
ほ
ど
職
員
の
新
規
採
用

を
行
わ
な
い
時
期
が
あ
っ
た
。

以
前
か
ら
い
び
つ
だ
っ
た
が
、

更
に
行
財
政
改
革
で
採
用
し
な

い
時
期
が
重
な
り
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
１
人

で
も
適
材
が
受
験
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
採
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
職
員
が
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を

し
て
い
る
こ
と
を
、
町
民
は
見

て
い
る
と
思
う
。

　
職
員
が
仕
事
の
領
域
の
中
で
、

自
治
体
職
員
と
し
て
そ
の
仕
事

に
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
町
長
に
は
、
町
民
の
問
い
か

け
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
一

つ
一
つ
の
事
案
に
対
話
を
繰
り

返
し
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
職
員
が
細
か
な
と
こ
ろ
に
目

配
り
、
気
配
り
が
で
き
る
よ
う

な
姿
勢
で
仕
事
に
当
た
る
よ
う
、

今
後
も
努
め
て
い
く
。

町
長
再
々
答
弁

Ａ
町
長
再
答
弁

Ａ
再
々
質
問

Ｑ

議
会
の
流
れ

◎
議
会
運
営
委
員
会

２
月
24
日
、
３
月
７
日

・
第
１
回
定
例
会
の
運
営
に
つ

い
て

◎
全
員
協
議
会

２
月
14
日

・
令
和
４
年
度
浦
臼
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

２
月
17
日

・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

３
月
３
日

・
第
１
回
定
例
会
に
つ
い
て

・
浦
臼
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
特
例
措
置
条
例
の
一
部
改

正
・
浦
臼
町
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
設
置
条
例
の
一
部
改
正

・
北
門
信
用
金
庫
浦
臼
支
店
指

定
金
融
機
関
派
出
所
職
員
の

派
遣
廃
止
に
つ
い
て

・
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
の
見

直
し

３
月
９
日

・
鶴
沼
公
園
の
未
利
用
敷
地
活

用
に
つ
い
て

３
月
16
日

・
浦
臼
町
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
及
び

浦
臼
町
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

４
月
13
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
８
２
号
編

集

『
浦
臼
町
認
定
こ
ど
も
園
な
か

よ
し
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
』

　
社
会
福
祉
法
人
揺
籃
会
に
よ

る
運
営
が
開
始
し
て
５
年
目
を

迎
え
る
。
定
員
は
、
１
号
認
定

15
人
、
２
号
認
定
及
び
３
号
認

定
30
人
の
合
計
45
人
、
調
査
時

点
の
園
児
数
は
41
人
で
あ
る
。

　
運
営
費
は
、
施
設
型
給
付
費
、

国
・
道
か
ら
の
各
種
事
業
補
助

金
及
び
給
付
金
、
浦
臼
町
か
ら

の
助
成
金
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
に
除
雪
業
務
と
し
て
、

町
が
直
接
今
田
建
設
と
委
託
契

約
を
行
っ
て
い
る
。
併
設
す
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

管
理
業
務
委
託
料
と
し
て
町
か

ら
揺
籃
会
に
９
４
２
万
４
千
円

が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
は
令
和
３
年
度

決
算
書
と
令
和
４
年
度
決
算
見

込
に
よ
り
説
明
を
求
め
、
内
容

を
精
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
ほ

か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
園

バ
ス
の
状
況
、
保
育
士
に
よ
る

虐
待
の
背
景
と
そ
の
防
止
対
策

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

　
〈
調
査
日
２
月
７
日
〉

〈
説
明
内
容
〉

　
町
か
ら
の
運
営
助
成
金
は
、

保
育
料
収
入
に
対
し
て
経
費
支

出
が
賄
え
な
い
こ
と
に
よ
る
。

定
員
数
に
対
す
る
保
育
士
は
、

１
日
11
時
間
の
保
育
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
は
配
置
基
準
以
上

の
人
数
が
必
要
に
な
り
、
採
算

が
取
れ
な
い
状
況
。
揺
籃
会
本

部
に
支
払
う
繰
入
金
の
増
額
も

赤
字
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

〈
調
査
結
果
〉

・
揺
籃
会
本
部
へ
の
繰
入
金
が

事
業
所
ご
と
に
あ
ん
分
し
て
い

る
と
い
う
説
明
。
町
は
そ
の
内

容
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
に
、

町
民
が
入
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
社
会
福
祉
法
人
に
要
請

を
お
願
い
し
た
い
。

・
公
私
連
携
に
よ
る
運
営
で
あ

り
、
町
は
経
理
面
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
立
場
に
あ
る
。
そ
の
機

能
を
十
分
に
活
用
願
い
た
い
。

・
令
和
４
年
４
月
か
ら
月
１
回

の
連
携
会
議
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
活
用
を
期
待
す
る
。
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令和５年度各会計予算を決定しました

　３月９日・10日に予算審査特別委員会を開き、令和５年度浦臼町各会計歳入歳出予算などを
審査しました。委員会では多くの質問がありましたのでいくつかご紹介します。

一般会計は前年度から１５.７％増の４１億６,４９０万円

会　計　名 予　算　額 前年度比 予算の主なもの

一 般 会 計 41億6490万円 15.7%

教育関係� 9956万7000円
産業関係� 4億4356万8000円
福祉関係� 4億9781万6000円
建設関係� 5億3916万6000円
生活・防災・まちづくり関係� 10億9122万4000円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1億3850万円 4.1% 国民健康保険分賦金� 1億1795万4000円

後期高齢者医療 4630万円 △1.7% 保険料等負担金� 3818万9000円

下 水 道 事 業 会 計

収　　入 支　　出
収益的収入� 1億2775万7000円 収益的支出� 8389万円
営業収益� 1930万円
営業外収益� 1億845万7000円

営業費用� 7927万8000円
営業外費用� 411万2000円
予備費� 50万円

資本的収入� 640万円 資本的支出� 6699万1000円
企業債� 220万円
一般会計補助金� 170万円
国庫補助金� 250万円

建設改良費� 930万3000円
企業債償還金� 5768万8000円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
何

名
募
集
す
る
の
か
。
そ
の

仕
事
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
報
酬
を
計
上
し
て
い
る

の
が
商
工
観
光
２
名
、
企
画
１

名
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
新

規
就
農
者
に
つ
い
て
夫
婦
で
２

人
分
、
こ
ち
ら
は
委
託
費
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。

�

〈
副
町
長
〉

　
企
画
で
は
町
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報

発
信
に
つ
い
て
の
仕
事
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

〈
総
務
課
長
〉

　
商
工
観
光
の
仕
事
は
観
光
に

特
化
し
、
自
分
で
観
光
事
業
を

起
こ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
想

定
し
て
い
る
。

�
〈
産
業
課
長
〉

地
域
お
こ
し
協
力
隊
①

ＱＡ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
拠

点
や
勤
務
時
間
の
縛
り
を

な
く
し
、
そ
の
人
の
ス
キ
ル
を

生
か
し
、
今
の
仕
事
を
す
べ
て

や
め
な
く
て
も
で
き
る
よ
う
な

地
域
お
こ
し
協
力
隊
②

Ｑ

Ａ こ
と
は
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
係
と
し
て
は

「
観
光
」
と
い
う
こ
と
で

募
集
す
る
が
、
ス
キ
ル
を
生
か

し
て
大
き
く
広
が
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
逆

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
そ
の
よ
う
な
形
で
募
集
を

考
え
て
い
る
。�

〈
町
長
〉

地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン

タ
ー
ン
は
、
お
試
し
農
業

体
験
と
な
っ
て
い
る
が
、
予
算

と
し
て
６
名
と
な
っ
て
い
る
。

も
し
お
試
し
農
業
体
験
の
応
募

者
が
い
れ
ば
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
振
り
か
え
る
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

は
じ
め
に
新
規
就
農
の
研

修
に
入
る
前
に
、
イ
ン
タ

ー
ン
と
し
て
２
週
間
か
ら
最
長

３
か
月
間
の
お
試
し
体
験
を
し

て
、
意
向
を
確
認
し
、
農
業
に

向
い
て
い
る
の
か
判
断
を
行
っ

た
上
で
採
用
す
る
。
採
用
で
き

れ
ば
12
月
か
ら
研
修
に
入
り
、

新
規
就
農
者
と
し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
振
り
か
え
る
こ
と

に
な
る
。�

〈
産
業
課
主
幹
〉

地
域
お
こ
し
協
力
隊
③

ＱＡ

空
き
家
を
使
っ
て
も
ら
う

た
め
な
の
か
、
歴
史
的
建

造
物
を
残
す
た
め
に
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
全
町
民
対
象
に
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

令
和
４
年
度
は
歴
史
的
建

造
物
と
し
て
使
え
る
の
か

調
査
を
し
た
。
令
和
５
年
度
以

降
は
、
民
間
利
用
を
含
め
て
活

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
歴
史

的
建
造
物
、
町
の
財
産
と
し
て

Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
き
た
い
。

�

〈
町
長
〉

　
関
係
者
で
会
議
を
行
っ
た
が
、

幅
広
く
町
民
の
意
見
を
聞
い
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

�

〈
総
務
課
長
〉

札
幌
市
立
大
学
共
同
研
究
事
業

ＱＡ
午
後
５
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
、
ど
の
よ
う
な

方
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
指
定
管
理
者
の
事
務
所
利
用

に
つ
い
て
、
リ
ー
ス
料
は
発
生

し
な
い
の
か
。

多
世
代
交
流
施
設

Ｑ



ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
に
当
た
っ
て

ど
の
よ
う
な
形
で
募
集
す
る
か

検
討
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ

て
い
る
。�

〈
産
業
課
長
〉

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
す

る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
実
例

を
調
査
す
る
。�

〈
町
長
〉

議会だより No.182

委
員
会
報
告

　
令
和
２
年
１
月
15
日
、
日
本

で
初
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
確
認
さ
れ
て
３
年

が
経
過
し
た
。
令
和
５
年
に
入

り
、
感
染
者
も
減
少
し
、
感
染

症
法
上
の
５
類
に
変
更
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
、
い
よ
い
よ
日

常
生
活
が
戻
っ
て
く
る
。
一
刻

も
早
い
経
済
回
復
を
願
う
も
の

で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
多

世
代
交
流
施
設
新
築
工
事
、
支

浦
臼
内
川
護
岸
改
修
工
事
、
雪

寒
機
械
購
入
の
ほ
か
、
町
立
診

療
所
建
替
基
本
・
実
施
設
計
業

務
委
託
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
臼
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
特
例
措
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
浦
臼
町
一
般
会

計
、
浦
臼
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
浦
臼
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
、
浦
臼
町
下
水

道
事
業
会
計
の
各
予
算
に
お
い

て
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
中
川
委
員
長
）

　
令
和
５
年
度
執
行
方
針
で
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
す
と
し
な

が
ら
、
こ
の
施
設
建
築
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
見
送
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

午
後
５
時
以
降
の
利
用
は
、

バ
ス
利
用
者
、
小
・
中
学

生
の
勉
強
の
場
、
カ
ラ
オ
ケ
の

利
用
を
考
え
て
い
る
。
リ
ー
ス

料
は
徴
収
す
る
予
定
で
あ
る
が

金
額
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

�

〈
総
務
課
長
〉

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
令
和
５
年

度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
。

建
物
は
木
造
建
築
で
あ
り
、
そ

れ
自
体
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

�

〈
町
長
〉

Ａ
広
域
保
育
入
所
委
託
料
が

令
和
４
年
度
よ
り
増
額
し

た
の
は
、
ゼ
ロ
歳
児
、
１
歳
児

が
浦
臼
町
の
こ
ど
も
園
に
入
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
今
後
こ
ど
も
園
に
、
ゼ
ロ
歳

児
、
１
歳
児
を
預
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
工
事
な
ど
を
行
っ
て
対

応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

こ
ど
も
園
は
ゼ
ロ
歳
か
ら

広
域
保
育
入
所

Ｑ

１
歳
は
満
員
で
、
広
域
の
保
育

所
に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

　
今
は
満
員
だ
が
、
今
後
の
出

生
数
が
読
め
な
い
。
経
済
的
な

面
か
ら
も
、
今
す
ぐ
増
築
し
て

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。�

〈
福
祉
課
長
〉

Ａ

今
後
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
う
こ
と
に
対
す
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託
料
を
４

５
０
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

そ
の
必
要
は
あ
る
の
か
。

　
委
託
す
る
前
に
、
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
っ
た
自
治
体
の
調

査
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

（
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
…
自
治
体

が
行
う
事
業
の
構
想
段
階
に
お

い
て
、
住
民
や
民
間
事
業
者
か

ら
の
意
見
募
集
や
直
接
の
対
話

を
通
じ
て
、
事
業
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
の
情
報
収
集
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
手
法
。）

昨
年
11
月
に
行
っ
た
国
土

交
通
省
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
模
擬
的
な
も
の
で
あ
り
、

業
務
委
託
は
、
こ
れ
か
ら
サ
ウ

道
の
駅
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
手
法
検
討
業
務

ＱＡ

こ
の
事
業
に
関
す
る
補
助

金
は
部
活
動
の
地
域
移
行

に
関
わ
る
も
の
と
思
う
が
、
事

業
の
内
容
と
補
助
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
の
か
。

事
業
内
容
は
、
保
護
者
向

け
説
明
会
に
講
師
を
呼
ん

で
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
補
助
金
は
こ
れ
ら

の
地
域
移
行
に
関
す
る
事
業
に

充
て
る
。

�

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〉

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動

体
制
整
備
事
業

ＱＡ

奈
井
江
町
・
浦
臼
町

議
会
議
員
交
流
会

　
令
和
５
年
１
月
23
日
奈
井
江

町
役
場
に
お
い
て
議
会
議
員
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、「
奈
井
江

と
浦
臼
の
元
気
づ
く
り
に
向
け

て
」
と
題
し
て
、
北
海
道
副
知

事
で
あ
る
土
屋
俊
亮
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
浦
臼
町
に
つ
い
て
は
、
マ
ラ

ニ
ッ
ク
や
ブ
ド
ウ
産
地
と
し
て

の
活
用
、
浦
臼
フ
ァ
ン
の
力
を

借
り
る
こ
と
、
道
の
駅
つ
る
ぬ

ま
の
施
設
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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委
員
長　
　
　
野
崎　
敬
恭

　
副
委
員
長　
　
折
坂　
美
鈴

　
委
員　
　
　
　
東
藤　
晃
義

　
委
員　
　
　
　
髙
田　
英
利

編
集
後
記

　
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の

活
躍
す
る
勇
姿
や
、
優
勝
に
歓

喜
す
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
な

が
ら
、
感
動
、
そ
し
て
誇
ら
し

く
思
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
と
明
る
い
話
題
が
な

い
中
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
優
勝
は
、

久
し
ぶ
り
の
明
る
い
話
題
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
つ
も
の
よ
う
に
春
が
訪
れ
、

私
た
ち
農
業
者
は
春
作
業
の
準

備
に
追
わ
れ
る
季
節
が
訪
れ
ま

し
た
。
原
油
価
格
の
高
騰
や
円

安
の
影
響
を
受
け
て
肥
料
や
農

機
具
、
各
種
資
材
の
価
格
高
騰

で
農
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
が
踏
ん
張

り
時
と
、
そ
ん
な
思
い
で
農
作

業
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
髙
田
）

◆
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告　
―
報
告
済
―

　
令
和
４
年
度
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助　
中
央
線
・
浦
臼
内
川

橋
補
修
工
事

◆
浦
臼
町
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
特
例
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定　
―
可
決
―

◆
浦
臼
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
―
可
決
―

◆
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
よ
り
、次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
・
笹
木　
政
廣
氏

報
告
事
項

審
議
さ
れ
た
事
件

結
果

と

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
よ
り
、次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
・
則
本　
洋
希
氏

◎令和４年度予算の補正されたもの

会計名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（ 第 ６ 号 ）

40億7094万2000円�
（3億1977万5000円）ひばり団地建設工事� 3億1600万円

一 般 会 計
（ 第 ７ 号 ）

39億4052万2000円�
（△1億3042万円）

基金積立金� 4326万円
タクシー等乗車負担金
� △386万8000円
一般営業タクシー運行事業助成金
� △209万4000円
ふるさと納税記念品� △1900万円
除雪費助成金� 150万円
認定こども園運営助成金
� 637万3000円
肥料高騰対策支援金� 219万4000円
街路灯ＬＥＤ化改修工事
� △208万7000円

特
別
会
計

国民健康保険
（ 第 １ 号 ）

1億3037万5000円�
（△272万5000円）国民健康保険分賦金� △247万円

後期高齢者医療
（ 第 ３ 号 ）

4264万3000円�
（△503万4000円）保険料等負担金� △503万3000円

◆
令
和
４
年
度
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業　
ひ
ば
り
団
地

　
（
Ｉ
棟
外
）
建
築
工
事

　
・
契
約
方
法　
　
　
指
名
競
争
入
札
（
最
低
制
限
価
格
適
用
）

　
・
契
約
の
金
額　
　

２
億
４
，
２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
消
費
税
額　

２
，
２
０
０
万
円
）

　
・
契
約
の
相
手
方　
三
鉱
・
今
田
経
常
建
設
共
同
企
業
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

条
例
等
の
審
議
と
結
果



　今年も、特定健診の申し込みが始まります！特定健診は、国民健康保険の方を対象とした、メタボリック
シンドローム（メタボ）に着目した健診です。メタボを早期に発見し、改善することで、生活習慣病を予防
することができます。

☆特定健診を受けて欲しい理由
①生活習慣病予防は早期発見が大切です。
　特定健診では、症状のない初期の生活習慣病を発見することができます。
　「元気だから」「忙しいから」と健診を受けずにいると、気づいたときには脳卒中や心筋梗塞など命に関わ
る疾患を発症している可能性があります。

②無料の健診で、家計に優しく。
　生活習慣病が原因で起こる疾患（脳卒中や心筋梗塞）は、重症化すると、介護や高度な治療（手術など）
を要する可能性があります。その場合、治療にかかる時間やお金は膨大になります。年に１回（たった１時間）、
無料の健診を受けることが、それを防ぐことに繋がるのです。

☆浦臼町の健診受診状況について
Ｒ３年度３地区の特定健診受診率　単位：％（資料：Ｒ２・Ｒ３年度法定報告）

　Ｒ３年度の浦臼町の健診受診率は４７.６％であ
り、前年のＲ２年度（４５.２％）に比べて増加し
ました。地区別にみると、前年に引き続き晩生内地
区が最も高い割合で受診していることがわかります。
鶴沼地区は前年から大幅増加しています。浦臼地区
は前年の割合を維持しています。
　ご自分の地区はどうでしたか？浦臼町は、分母と
なる人口が少ないので、一人の受診によって大きく
割合が変動します。ご家族、お隣さんなど、お誘い
あわせて、地域のみなさんで受診しましょう。

☆もっと受けやすくなりました！
　特定健診の受診方法は様々あります。自分に合った方法で、年に１度受診しましょう。
・保健センターで集団健診を受ける場合…６月３０日（金）～７月２日（日）、１０月２０日（金）
・札幌がん検診センターで受ける場合…１０月２３日（月）
・かかりつけの医療機関で受ける場合…砂川市・滝川市・新十津川町の一部医療機関で受診できます。通院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のついでなどにお気軽にご利用いただけます。

お問い合わせ：福祉課保健指導係（保健センター）電話：６９－２１００

特定健診を受けよう！
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有料広告
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日　時：毎月第２金曜日（８月除く）１３時３０分～１５時３０分
場　所：滝川市まちづくりセンター「みんくる」
　　　　滝川市栄町３丁目６番２８号
対象者：ひきこもり問題を抱えるご家族で、同じ境遇の家族と話したい、心配ごとや悩みごとを相談したい
　　　　と思っている方 
内　容：（１）家族同士の意見交換による交流
　　　　（２）他機関が行うひきこもりに関する講演会等の情報提供
※本交流会は、匿名参加でもかまいません。秘密は厳守します。

〔お問い合わせ先〕
滝川保健所健康推進課健康支援係　電話：２４－６２０１　ＦＡＸ：２３－５５８３
＊申込方法：初回参加希望の方は、事前に保健所へお申し込みください。

「虹の会」（ひきこもり家族交流会）

○日　　　程　７月１日～１２月３０日までの期間
　　　　　　　（面接授業８日間とそれ以外はインターネットを利用した学習）
○募 集 定 員　２０名（最少開催人数８名）
○受　講　料　１１０，０００円（税込）※支払方法は別途案内
○会　　　場　広域介護予防支援センター（空知中部広域連合内）
○申 込 期 限　５月３１日（水）
○申　込　書　福祉課介護福祉係（保健センター）、または空知中部広域連合で配布中
○問い合わせ　空知中部広域連合 総務企画係　電話：６６－２１５２　ＦＡＸ：６６－２１３８
〇そ　の　他　空知中部広域連合管内（１市５町）にある介護サービス事業所に勤務中または勤務予定で、
　　　　　　　当該研修を修了した方に対し、受講料の３分の１を助成いたします。

介護福祉士実務者研修通信講座のご案内

札幌厚生病院での人間ドック

　保健センターでは、札幌厚生病院での人間ドックを受診される方の、費用の助成を行っております。希望
される方は、受診券が必要となりますので保健センターにご連絡ください。（ピンネ農協正組合員やそのご
家族は、これまで通りピンネ農協を通してのお申し込みとなります。）
　対象となる検査項目と助成額は下記の通りです。

〈ご予約・お問い合わせ〉
札幌厚生病院　電話：０１１－２５１－５７１３
福祉課保健指導係（保健センター）電話：６９－２１００

検診項目 内容 対象者 助成額
特定健診 身体計測、血圧測定、

血液検査、心電図、尿検査、
問診、内科診察

国民健康保険の４０～７４歳の方
８, ９２２円若者健診 国民健康保険の２０～３９歳の方

後期高齢者健診 後期高齢者保険の方
胃がん検診 胃部Ｘ線造影

４０歳以上の方
７, ７００円

大腸がん検診 便潜血検査 　 ７７０円
肺がん検診 胸部単純撮影 １, ５４０円

乳がん検診 マンモグラフィ１方向 ４０歳以上の女性 ４, ９５０円
マンモグラフィ２方向 ６, ０５０円

子宮がん検診 頸部細胞診 ２０歳以上の女性 ３, ３００円
頸部細胞診＋経膣エコー検査 ６, ６００円

前立腺がん検診 血液検査（ＰＳＡ） ５０歳以上の男性 ２, ７５０円
骨粗鬆症検診 ＤＸＡ法 ４０～７４歳の方 １, ５４０円



　精神又は身体に障がいを有する２０歳未満の児童を養育する父母等に手当を支給することにより、児童の
福祉の増進を図ることを目的にしています。
　障がいの程度により１級・２級に区分され、原則として毎年４月、８月、１２月にそれぞれの前月分まで
が支給されます。
※受給資格者もしくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が一定の額以上であるときは、手当の支給が
停止されます。

【支給月額】～月額が変更になりました～

特別児童扶養手当制度

お問い合わせ　住民課住民係　電話：６８－２１１２

１級

２級

令和４年度（月額）

５２，４００円 

３４，９００円 

令和５年度（月額）

５３，７００円 

３５，７６０円 

令和５年度　狂犬病予防注射日程表

　令和５年度狂犬病予防注射を次のとおり実施します。
　既に登録を済ませている飼い主の方には案内書を送付いたします。「注射済票」を兼ねた用紙になってい
ますので、必要事項を記入のうえ切り離さずにそのまま各会場にお持ち下さい。
　また、新規に犬を飼われた方は、登録と予防注射が必要ですので、各会場までお越しください。

※地区割は、あくまでも目安です。御都合に合わせて各会場、どちらで受けていただいても構いません。
●注射料金　２,６９０円　注射済票交付手数料５５０円　　合計　３,２４０円
　なお、新規登録の場合は、登録料（３,０００円）が必要です。
　また、所有者・転居により住所が変わった場合は、変更の申請が必要になります。
　※飼い犬が亡くなっている場合は、死亡届の提出が必要になります。
　・各会場で申請等の受理をします。また、後日役場で手続きすることも可能です。
　・各申請等手続きの際には、印鑑と各申請手数料分の現金を持参してください。
●出張注射料金　訪問先１件につき１,０００円
お問い合わせ　住民課生活係　電話：６８－２１１２

犬の飼い主のみなさんへ

狂犬病予防注射実施
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月日 場　　　　　　　　　　　所 時　　　間 地　区　割

６
月
９
日（
金
）

於札内直売所前   9:00～10:00 鶴沼地区

晩生内地区コミュニティーセンター前 10:30～12:00 晩生内地区

役場車庫前 13:15～15:00 浦臼地区

出張注射 15:00～  　　 全区域



　浦臼町では定住人口増加や地域の活性化を促進するため、様々な支援を行っています。
　今号では、住宅のリフォームや空き家・老朽住宅の除去工事等の費用を助成する「住宅リフォーム等補助
金」についてご紹介します。

補助対象者
　・住宅の所有者で町内に居住している者（または、除却工事にあっては相続人）
　・リフォーム後、直ちに町内に居住する者
　・町税、水道料金、下水道料金等を滞納していない者
　・申請者の前年における世帯の総所得が５５０万円以下の者

補助条件
　・町内業者と契約し、行う工事であること
　・工事費（消費税を除く）が５０万円以上であること。
　・固定資産税課税台帳に登載されている家屋であること（倒壊家屋の除却工事を除く）。
　・同一の申請者、同一の住宅についての補助は１回限りとします。

補助対象工事
　・住宅のリフォーム（築後１０年を経過した住宅の増築・改築・改修工事）
　※内装仕上げ材のみを取り替える工事、設備機器の設置のみの工事、介護保険法の住宅改修費の支給対象
　　となるもの等を除きます。
　※納屋、倉庫等のリフォームは対象外となります。
　・住宅耐震改修工事
　・空き家（倉庫など附属建物を含む）、老朽住宅の除却工事　（建替えのための除却を除く）
　・住宅用太陽光発電システム設置工事

補助額
　・工事費（消費税を除く）の３０％、限度額３０万円（１,０００円未満切り捨て）

補助申請
　・対象工事着手前に、必要書類を添付の上、申請書を総務課企画係に提出してください。
　※交付決定前に着手した工事については、補助を受けることができませんのでご注意ください。

注意事項
　・申請後、工事を中止するときは中止届を提出してください。
　・交付決定を受けた内容が変更となる場合は、必要書類を添付の上、変更承認申請書を提出してください。
　・建築物を除却する場合は、建築基準法に基づく「建築物除却届」の提出が必要です。
　　また、延面積が８０㎡以上の建物を除却する場合には、事前に建設リサイクル法に基づく「届出書」も
　　必要となります。

お問い合わせ・申請書提出先　
　総務課企画係　６８－２１１１

定住支援制度
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有料広告

「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？

広告主募集中広告主募集中広告主募集中
１号広告　縦４㎝×横15㎝  5,000円（月額）
２号広告　縦４㎝×横  7㎝  3,000円（月額）



　男　　 780人（－7人）
　女　　 841人（－13人）
　計　　1,621人（－20人）
世帯数　　784戸（－8戸）

（　）内は前月との比　■３月末現在

編 集 後 記

短
　
歌

浦
臼
短
歌
会
　　

自動車運転免許更新時講習会 最終処分場放流水水質検査結果（３月分）
項目

採取日

水素イオン
濃度

〔ｐＨ〕

浮遊物質量 生物化学的
酸素要求量

〔ＢＯＤ〕

化学的
酸素要求量

〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕

全窒素

〔ＳＳ〕 〔Ｔ－Ｎ〕

7.8 2.6 5.11未満 0.8

基 準 値 ５.８～８.６ １０以下 ２０以下 ９０以下 １２０以下

そ
の
他
の
出
動

救
助
出
動

３
月
分

累
　
計

救
急
出
動

火
災
出
動

区　分

期　間

0
（1）

0
（2）

0
（0）

8
（30）

0
（4）

0
（4）

0
（1）

21
（107）

警
　
　
戒

0
（0）

0
（4）

1月１日
↓

3月31日

3月１日
↓

3月31日

浦臼町内の出動状況（　）内は奈井江・浦臼支署全出動状況

3月8日（水）

はい！こちら１１９番

　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自
宅に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、
滝川警察署砂川警察庁舎等で更新の手続き（申
請等）を済ませ、「優良講習」対象者に該当する
かどうか確認の上、受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月
間の間に行ってください。

と　き　５月１８日（木）・午後６時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）

　こんにちは！今年度から広報担当させていただく稲部
颯（いなべ　はやて）と申します。昨年度まで建設課に
所属しており、今年度から総務課企画係に配属となりま
した！イベントや行事がある毎にカメラを持って現場に
行き、撮影などをしますので、みなさん気軽に声をかけ
てくれるとうれしいです！
　そんな私の広報として最初の仕事は、浦臼小学校・中
学校の入学式取材でした。初々しい入学生の晴れ舞台の
撮影ができとても嬉しかったです。特に入学生が壇上に
あがって大きな声で返事をする姿や、堂々とスピーチし
ている姿を見たときはとても印象的で、この入学生の成
長をカメラでどんどん撮影していきたいと思いました。
　今後、町民の皆さんからは「写真を撮ってくれる人だ」
と覚えてもらえるように頑張りますので、よろしくお願
いします。

故人の生前のお礼として
稲　葉　靖　子さん　　　　　　晩生内第１
（故　稲　葉　勝　治さん）　　３万円

織　田　隆　子さん　　　　　　浦臼第７
（故　織　田　徳　明さん）　　５万円

ご厚志ありがとうございます
社会福祉協議会へ

　　　　　　　　　　　　　　　３月19日
稲　葉　勝　治さん　　78歳
　　　　　　　　　　　　　　　晩生内第１

　　　　　　　　　　　　　　　４月３日
中　川　公　王さん　　71歳
　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第２

おくやみ申し上げます

闊
歩
す
る
孫
娘
の
背
中
を
追
い
か
け
る

新
大
久
保
や
原
宿
あ
た
り

井
川
　
惠
美
子

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
卒
寿
を
過
ぎ
し
先
輩
の

「
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
に
元
気
も
ら
い

井
下
　
隼
子

「
お
先
き
に
」
と
逝
き
た
る
友
が
夢
枕

立
ち
て
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」
と
云
う

藤
岡
　
恭
萬

車
窓
よ
り
眺
め
る
春
の
う
ら
ら
か
さ

早
も
田
の
面
に
白
鳥
の
群

本
間
　
マ
キ
子

大
雪
に
折
れ
し
枝
切
れ
ば

何
故
か
心
も
共
に
疼
き
ぬ

森
　
　
一
喜

桜
咲
く
便
り
届
き
て
北
国
の

キ
ッ
チ
ン
に
飛
ぶ
糸
ト
ン
ボ
み
し

森
　
小
夜
子

か
っ
ぽ

ま
　
ご

今
月
の

は

で
す
。
５
月
９
日（
火
）ま
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
の
戸
別（
訪
問
）収
集
日
で
す
。

※

６
月
の
収
集
日
は
６
月
20
日（
火
）で
す
。

　
申
込
締
切
日
は
６
月
13
日（
火
）で
す
。

粗
大
ご
み
収
集
日

５
月
16
日（
火
）
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４月３日　こども園なかよし入園式

４月７日　小学校入学式

４月７日　中学校入学式

４月１３日　高齢者大学みどり学園入園式


